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本協議会から最近の治安状況等についてお知らせいたします。会員各位ならびにご家族、また

関係のご出張者におかれましては治安状況等に十分ご留意いただき、掲載の事件・事故と同様

の被害に遭われないよう十分ご注意，ご周知ください。 

 

＊ＪＪＣ邦人安全対策連絡協議会  ＴＥＬ：３１５－０４１８ 

ＦＡＸ：３１９２－５９０２ 

＊在インドネシア日本国大使館     ＴＥＬ：３１９２－４３０８ 

 

 

１ 冒頭挨拶 

 ４日の大規模デモの際には、様々な情報が錯綜していたが、当館では主として治安当局から

の情報に依拠して領事メールにより情報提供を行った。激しい渋滞が予想されたために当館よ

りジャカルタ日本人学校（JJS）に対しては臨時休校にするようアドバイスし、ご協力を頂い

た。結果として、デモ自体は比較的整然と行われ、邦人の被害もなかったことから安堵してい

る。例年、年末年始はテロのリスクが高まるので、情報交換を緊密に行い、警戒を怠らないよ

うにしていきたい。 

 

２ 最近の政治・治安情勢 

 １０月２０日、タンゲラン市の警察の詰め所で警察官３名が負傷するテロ攻撃が発生。イン

ターネットにより感化された個人によるテロ攻撃なのか、組織的テロなのかについては依然不

明。最近警察施設への襲撃が相次いでいることから、関連施設には近づかないようにしていた

だきたい。 

 

３ 邦人に関わる最近の事件・事故報告 

（１）邦人が巻き込まれた大きな事件・事故の報告はなかったが、バリ島周辺において水難事

故が発生。 

（２）また、邦人が被害にあった一般犯罪として、ひったくり、スリ及び遺失物横領といった

盗難被害の報告があった。一般犯罪は頻繁に発生していることから、所持品は身から離さな

い。バッグ等手荷物は道路側と反対に持つなど防犯意識を高く持ち引き続きご注意いいただき

たい。 

 

４ 報告及び連絡 

（１）４日の大規模デモに際して、２日と３日に領事メールを発出し注意喚起を行った。 

（２）１０月２０日にタンゲラン市で警察官襲撃事案が発生したほか、１１月３日にはサウジ

アラビア及びトルコへのテロ攻撃に関するＩＳＩＬの声明が発出された。それぞれ領事メール

において注意喚起を行った。 

（３）入国管理局による査察が強化されている。最近ではブカシ及びチカランにおいて住宅へ



の査察、デポックにおいて社内への査察が行われた。入管法では外国人はパスポート及び/ま

たはKITASの携行が必要であるとする入国管理総局長見解をジャカルタ・ジャパン・クラブ

（ＪＪＣ）のＨＰにも掲載しているのでご確認願いたい。また、滞在許可（ＫＩＴＡＳ）及び

就労許可（ＩＭＴＡ）の記載事項の変更等は速やかに行っていただきたい。 

（４）１２月に改めて注意喚起メールを発出する予定であるが、年末年始にかけて犯罪が増加

する傾向がある。インドネシア警察も犯罪取り締まり強化期間に指定しており、一層の注意を

お願いしたい。 

（５）領事サービスアンケートに関する領事メールを発出させていただいた。忌憚のないご意

見をいただきたいのでご協力をお願いしたい。 

 

５ 最近の医療事情等 

（１）ワクチンは全体的に在庫不足のため、在庫数を各医療機関で事前に確認してほしい。イ

ンフルエンザワクチンは、南半球型３価・４価ワクチンが入荷したが在庫数が限られているた

め希望者は早目に接種すべき。腸チフスワクチンも入荷されたところであり必要な方は接種し

ていただきたい。報道にもなっているデング熱ワクチンについて、インドネシアにおいては、

児童対象のものしか認可しておらず長期的効果も不明な上、３回接種で４００万ルピアと高価

であるため、未だ邦人に接種を奨励する状態にはない。 

（２）インドネシアは新規の結核患者数が年間１００万人を超えており世界第二位の高蔓延国

である。日本人はＢＣＧ等の予防接種により免疫を得ているが、結核患者と日常的に同じ空間

にいた場合感染する可能性があるので注意をお願いしたい。 

 

６ 質疑応答、各社（団体）からの報告等 

（報告） 

 先月、工業地帯のオフィスに入国管理局による査察があり、従業員１名の旅券が押収され

た。旅券は後日返却されたため問題は解決したが、今回の査察では査察官がオフィスに入室後

すぐに写真撮影を行い、従業員が逃亡しないように対策を練る等より徹底した手法がとられて

いた。 

 

（報告） 

 ４日の大規模デモの際にもインドネシア中央銀行（同行前はデモに参加した人であふれかえ

っていた。）は決済業務を続行しているため、同行の従業員が中央銀行に出向く必要があっ

た。今回は大使館からの注意喚起を基にデモ開始前に業務を完了したため業務に大きな支障は

出なかったが、今後はデモが発生している現場付近に近付かざるを得ない状況も発生すると思

われる。 

 

（報告） 

 同社が出資・運営する工業団地に２件の入国管理局による査察が入った。１件目は、１０月

２０日に工業団地内にあるアパートに３班約３０名の査察官が訪れ、入居者約７０名が査察の

対象となった。うち８名が別室での事情聴取を受け、申請の不備に関する指導を受けたが、一

時的に没収された旅券は翌日に返却され、特段大きな問題はなかった。２件目は、１０月２４

日から１１月４日の２週間にわたり、工業団地に入居する企業数社のオフィスに査察が入り、

うち数社が手続きの不備の指摘を受けたが、後日速やかに対応するよう指導を受けたのみで大

きな問題はなかった。今回の査察の特徴は、①査察の事前通達があったこと、②指導のみであ

り金銭の請求等の不当な要求がなく、企業側の不備を是正する目的の指導的査察であり、ある



意味前向きに評価できるものであったことである。 

 

（報告）JJS 

（１）４日は大規模デモのために大使館からの指導も踏まえ臨時休校の措置をとった。振替授

業等を実施する予定はない。 

（２）１０月に小学６年生がバンドンへ、中学２年生がバリへ修学旅行を行った。特段トラブ

ルはなく無事に終了した。 

（３）１０月３１日に不審者侵入対応のための避難訓練を実施した。子どもたちは冷静に対処

しており有意義な訓練を実施できた。 

 

（報告）JJC 

 4日の大規模デモは当日まで流動的で、会員企業からのデモに関する照会に対して適切に回

答するのは難しかった。 

 JJC自体は事務所をオープンしていたが、デモ隊の人数が増え道路の混雑が予想されたた

め、混乱を防ぐために早めに窓口業務を終了した。  

 

 

（報告） 

 今月２４日に再度大規模デモが行われると耳にしたが、本当か。（当館より、現時点では把

握しておらず、今後フォローする旨応答。） 

 

次回の邦人安全対策連絡協議会は１２月１３日（火）午前１１時から 

 

 


